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実験動物は体重100- 1l0g のウイスター系雄性ラッテを用い、通常無脂肪食を予め 5 日間投与した
後、実験食を 5 日間飼食させた。 Glycerokinase 活性の測定には Newsholme 等のRadiochemical Meｭ
thodの弓狩等の変法を用いた。
(1) 高脂肪食投与による肝 Glycerokinase 活性の変動
1)ラッテを 5 日間無脂肪食で飼育した後、食餌を大豆油20%を含む高脂肪食に切替えると、 3 日目
? ?
には肝 Glycerokinase 活性は無脂肪食投与群の1. 6倍に増加し、以後この高活性値が維持される。
2) 食餌中の脂肪含量を 0~20%に変えると、肝 Glycerokinase活性は脂肪含量に比例して増加す
る。




(2) 脂肪構成成分の肝 Glycerokinase 活性に対する影響
ラッテに 5 日間無脂肪食を投与した後、 20%大豆油を含む高脂肪食の代りに、それと相当量の大
豆油の成分の混合(グリセロールーパルミチン酸ーオレイン酸ーリノール酸 5: 2: 6: 12) を含
む実験食を投与すると、肝 Glycerokinase活性は20%大豆油脂肪食投与群と同じ程度の活性増加を




















本論文に於て、脂肪の構成成分である Glycerolの利用の第 1 段階を触媒する肝 Glycerokinase活性
-114-
が高脂肪食摂取により上昇し、かっ日内変動を示すことが明らかになった。そしてこの酵素活性の上
昇に寄与しているのは脂肪構成成分のうち Glycerolではなく脂肪酸特に不飽和脂肪酸であるというこ
とが明らかにされた。これ等の成績と、脂肪酸が糖の利用を抑制し、脂肪酸の利用を促進していると
いうことを考え合せると、脂肪酸特に不飽和脂肪酸は、糖代謝と脂肪代調に同時に影響を及ぼし、糖
と脂肪の代謝連関を調節すると信号、として重要な役割を果しているものと考えられる。
以上の点より、本論文は医学博士の学位を授与するのに価するものと認める。
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